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特
定
秘
密
保
護
法
が
、
12
月
６
日
に

成
立
し
た
。
衆
議
院
に
続
き
、
参
議
院

で
も
政
府
・
与
党
が
強
行
採
決
し
た
。

　

国
会
審
議
が
進
む
に
つ
れ
て
問
題
点

が
明
ら
か
に
な
り
、
反
対
の
声
が
大
き

く
な
っ
た
こ
と
が
強
行
採
決
に
む
か
わ

せ
た
。「
国
民
主
権
・
基
本
的
人
権
尊

重
・
平
和
主
義
」
憲
法
の
三
大
原
則
を

踏
み
に
じ
る
法
律
。
断
じ
て
許
さ
な
い
。

我
々
が
黙
っ
て
い
れ
ば
改
憲
へ
と
突
き

進
む
。
問
題
点
は
解
決
し
て
い
な
い
。

　

法
律
施
行
は
一
年
後
。
追
い
込
む
チ

ャ
ン
ス
は
ま
だ
あ
る
。
特
定
秘
密
保
護

法
廃
止
に
む
け
声
を
上
げ
続
け
よ
う
！

21日㈯　道本部青年部春闘討論集会（～22日・札幌市）
　　　　道平和Ｆ第５回憲法問題講座（札幌市）
27日㈮　道本部旗納め

６日㈪　道本部旗開き
７日㈫　第７回執行委員会（札幌市）
10日㈮　2014道本部春闘討論集会（～ 11日札幌市）
　　　　あいはらくみこ参議を励ます集い（札幌市）
15日㈬　第25回労文協リレー講座④（札幌市）

12月

１月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

「解雇の自由化反対」「特定秘密保護法を廃案にせよ」とアピール＝12月４日、札幌市

800人が参加した「12．４総決起集会」＝ロイトン札幌

350人が参加した「12．８集会」＝12月３日、札幌市

12
・
４ 

総
決
起
集
会

許
す
な
改
憲
！
12
・
８　

北
海
道
集
会

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
許
さ
な
い

特
定
秘
密
保
護
法
は

重
大
な

憲
法
違
反

「
反
対
の
声
」上
げ
続
け
る
こ
と
が
重
要

12月※ 16日現在

筆単組・総支部 76,761157

原発のない北海道の実現を求める

※�２月24日（月）まで取り
組みを延長します！

「全道100万人」署名集約状況

課
題
の
多
い
局
面
だ
が
最
後

ま
で
た
た
か
う
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

そ
の
後
、
札
幌
市
内
を
デ

モ
行
進
し
、「
労
働
分
野
の
規

制
緩
和
反
対
」「
特
定
秘
密
保

護
法
案
を
廃
案
に
せ
よ
」
と

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ

た
。

護
法
案
は
基
本
的
人
権
を
踏

み
に
じ
る
だ
け
で
な
く
、
国

会
で
政
府
の
横
暴
や
問
題
を

指
摘
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
と
危
惧
し

て
い
る
。
そ
の
先
に
は
、
憲

法
改
を
正
し
、
戦
争
の
で
き

る
国
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
非
常
に
危
険
な
状
況
だ
。

の
知
る
権
利
は
奪
わ
れ
重
大

な
憲
法
違
反
と
な
る
。
言
論

と
表
現
の
自
由
を
保
障
す
る

憲
法
21
条
が
な
し
く
ず
し
と

な
り
、
事
実
上
の
憲
法
改
悪

と
な
る
」
と
指
摘
し
、「
今
後

も
廃
案
を
求
め
、
基
本
的
人

権
、
平
和
、
民
主
主
義
を
守

る
観
点
か
ら
運
動
を
強
化
す

る
」
と
訴
え
た
。

　

民
主
党
・
勝
部
幹
事
長
は

「
政
府
は
、
雇
用
や
社
会
保

障
制
度
の
改
悪
を
す
す
め
よ

う
と
し
て
い
る
。
こ
の
状
況

を
打
開
す
る
た
め
に
、
連
合

の
み
な
さ
ん
と
連
帯
し
各
議

員
と
党
員
一
緒
に
な
っ
て
行

動
し
て
い
る
。
特
定
秘
密
保

見
直
し
さ
れ
れ
ば
国
の
屋
台

骨
を
支
え
る
原
動
力
が
崩
壊

す
る
。
断
じ
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
今
こ
そ
行
動

を
起
こ
す
と
き
だ
」
と
呼
び

か
け
た
。

　

ま
た
、
特
定
秘
密
保
護
法

案
の
衆
議
院
強
行
採
決
に
つ

い
て
「
世
論
に
慎
重
な
審
議

を
求
め
る
声
が
多
い
の
に
成

立
を
強
行
す
る
の
は
、
数
の

力
に
よ
る
暴
挙
で
あ
り
断
じ

て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
」
と
批
判
し
た
。
さ
ら
に
、

６
日
の
参
議
院
で
審
議
さ
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
「
法
案
が

成
立
し
て
し
ま
え
ば
、
民
主

主
義
の
根
幹
で
あ
る
、
国
民

く
も
の
全
員
が
適
用
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
関
わ

ら
ず
、『
一
定
の
地
域
』
だ
け

を
規
制
緩
和
し
て
い
く
と
い

う
の
は
、
基
本
的
人
権
に
か

か
わ
る
問
題
だ
。
働
く
人
の

９
割
が
雇
用
関
係
の
下
で
働

く
『
雇
用
社
会
』
で
あ
り
、

保
護
ル
ー
ル
の
改
悪
は
働
く

も
の
に
と
っ
て
重
大
な
問
題

だ
。
労
働
分
野
の
法
律
は
労

働
基
準
法
な
ど
で
あ
り
、
働

銭
解
決
』『
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

イ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
』
の
導

入
、
労
働
者
派
遣
法
の
改
悪

を
は
じ
め
と
す
る
、
労
働
者

　

工
藤
・
連
合
北
海
道
会
長

は
、「
成
長
戦
略
の
名
の
も

と
、
政
府
与
党
が
す
す
め
よ

う
と
し
て
い
る
『
解
雇
の
金

　

連
合
北
海
道
は
民
主
党
北
海
道
と
共
催
し
12
月
４
日
に
、
札
幌
市
・
ロ
イ
ト
ン
札
幌

で
「
解
雇
の
自
由
化
反
対
！
生
涯
『
ハ
ケ
ン
』
に
異
議
あ
り
！
特
定
秘
密
保
護
法
案
の

即
時
廃
案
12
・
４
総
決
起
集
会
」
を
開
き
、
８
０
０
人
が
参
加
し
た
。

保
護
法
案
」
反
対
！
許
す
な

改
憲
！
12
・
８
北
海
道
集

会
』
が
12
月
３

日
、
自
治
労
会

館
で
開
か
れ
、

集
会
に
は
、
市

民
ら
３
５
０
人

が
参
加
し
、
会

場
の
廊
下
ま
で

人
が
あ
ふ
れ
る

ほ
ど
の
熱
気
に

つ
つ
ま
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、

戦
後
60
年
・
北

海
道
実
行
委
員

会
・
林
共
同
代
表
が
「
特
定

秘
密
保
護
法
案
は
デ
タ
ラ
メ

で
、
反
民
主
的
な
法
案
だ
。

そ
ん
な
法
案
が
衆
議
院
を
通

過
し
た
こ
と
は
な
い
。
制
定

を
許
さ
ず
、
廃
案
に
む
け
取

り
組
も
う
」
と
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
防
衛
問
題
が
専

門
の
半
田
滋
・
東
京
新
聞
論

説
兼
編
集
委
員
が
「
集
団
的

自
衛
権
の
ト
リ
ッ
ク
と
安
倍

改
憲
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

半
田
さ
ん
は
、
防
衛
問
題

を
長
年
取
材
し
て
き
た
経
験

を
踏
ま
え
、
３
年
前
に
札
幌

の
講
演
会
で
「
普
天
間
移
設

に
つ
い
て
」
話
し
た
こ
と
が

「
彷
衛
計
画
大
綱
」「
武
器
輸

出
三
原
則
」
を
批
判
し
た
な

ど
と
自
衛
隊
の
内
部
文
書
に

誤
っ
て
書
か
れ
て
い
て
監
視

の
対
象
に
な
っ
て
い
た
と
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
し
、「
安
倍

首
相
は
日
本
を
戦
争
の
で
き

る
国
に
す
る
た
め
の
過
程
と

し
て
、
法
案
の
成
立
を
め
ざ

し
て
い
る
。
特
定
秘
密
保
護

法
案
が
で
き
れ
ば
国
家
の
間

違
い
や
暴
走
を
訂
正
す
る
機

会
も
奪
わ
れ
る
」
と
指
摘
し

た
。
さ
ら
に
「
成
立
阻
止
に

は
大
衆
運
動
を
盛
り
上
げ
、

あ
き
ら
め
ず
反
対
の
声
を
上

げ
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
」

と
訴
え
た
。

　

北
海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー

ラ
ム
主
催
の
『
「
特
定
秘
密

年末・年始
もしもの自動車事故の場合…

全労済自治労共済本部
北海道支部からのお知らせ

※１　�ロードサービスをご利用の場合もまずは事故受付セン
ターにご相談ください。
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☆自治労自動車共済にご契約の方は…

【事故の受付・ロードサービス】
安心ダイヤル  ☎  0120-810-625

☆じちろうマイカー共済にご契約の方は…

【事故の受付】
☎   0120-0889-24

【ロードサービス】
☎   0120-889-376

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
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某
企
画
総
務

部

長
の

陰

謀

で
？
「
連
合
ア

カ
デ
ミ
ー
の
第

13
回
マ
ス
タ
ー

コ
ー
ス
」
に
６

日
間
参
加
し
た
。

　

開
講
趣
旨
は

「
連
合
運
動
の
時
代
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
…
」
と

な
？
聞
い
て
ま
せ
ん
け
ど
…
。

　

場
所
は
横
浜
市
、
授
業
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
手

始
め
に
有
名
大
学
の
教
授
の

方
々
が
、
労
働
運
動
の
歴
史
、

労
働
者
自
主
福
祉
、
労
働
法

や
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
人
事
管

理
等
々
、
学
生
時
代
に
習
っ

た
？
内
容
も
多
か
っ
た
が
中

身
が
濃
い
講
義
。
グ
ル
ー
プ

討
議
を
経
て
発
表
も
多
く
、

ま
さ
に
合
宿
研
修
で
気
を
抜

く
間
も
な
く
、
悪
く
言
え
ば

「
虎
の
穴
」
で
し
た
。

　

毎
日
ゼ
ミ
が
終
わ
る
22
時

頃
か
ら
や
っ
と
、
ノ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
開
始
、
24
時
お

開
き
の
毎
日
…
。
各
産
別
か

ら
の
参
加
者
は
と
て
も
個
性

的
（
強
烈
？
）
な
方
々
で
し

た
が
懇
親
も
深
ま
り
、
新
た

な
人
脈
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
た
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま

し
た
。

　

え
？
来
年
５
月
に
は
後
期

が
あ
る
っ
て
？
途
中
必
修
ゼ

ミ
も
３
回
あ
る
っ
て
？
や
っ

ぱ
り
騙
さ
れ
た
…
。

�

（
財
・
局
長
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

14人が参加し実施した町内清掃。地域活動の大切さを実感した
＝10月５日、長万部町

【
渡
島
地
本
発
】
長
万
部
町

職
労
青
年
婦
人
部
は
、
10
月

5
日
に
自
治
研
活
動
と
し
て

町
内
清
掃
を
実
施
し
、
青
婦

部
員
と
基
本
組
織
か
ら
合
計

14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

町
内
清
掃
は
初
め
て
の
試

み
で
あ
り
、
予
想
し
て
い
た

よ
り
も
多
く
の
ゴ
ミ
が
落
ち

て
お
り
予
定
よ
り
時
間
を
要

し
た
た
め
、
大
き
な
遅
れ
が

出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
折
り

返
し
地
点
の
公
園
に
着
い
た

時
に
は
、
す
で
に
ご
み
袋
が

い
っ
ぱ
い
の
状
態
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
普
段
は
気
づ
き

に
く
い
だ
け
で
、
町
内
に
は

た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
落
ち
て

い
る
と
い
う
事
を
痛
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

住
民
の
方
か
ら
は
温
か
い
声

も
掛
け
て
も
ら
い
話
に
花
が

咲
く
な
ど
、
地
域
へ
出
る
活

動
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　

町
内
清
掃
に
参
加
し
た
部

員
か
ら
は
、「
こ
ん
な
に
ご
み

が
あ
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」「
役
場
の
駐
車
場
の
ご
み

は
職
員
が
捨
て
て
い
る
の
か

な
？｣

と
い
っ
た
感
想
が
あ

り
、
自
分
達
の
町
を
見
直
す

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
度
以
降
も
こ
の
自
治
研

活
動
を
続
け
、
町
内
清
掃
を

通
じ
少
し
で
も
地
域
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し

た
。（
長
万
部
町
職
労
青
年
婦

人
部
長
・
長
久
保
望
）

地
域
活
動
の
大
切
さ
実
感

　

国
の
「
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
」
も
11
月
25
日
で
８
回

目
を
数
え
「
保
育
の
必
要
性

の
認
定
基
準
」
に
つ
い
て
も

年
内
に
は
議
論
を
終
え
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
行
の
「
保
育
に
欠
け

る
」
事
由
と
、
新
た
な
「
保

育
の
必
要
性
」
の
事
由
を
比

べ
る
と
、
保
護
者
の
就
労
に

つ
い
て
は
昼
間
の
労
働
に
限

ら
ず
夜
間
や
居
宅
内
労
働

（
自
営
、
在
宅
勤
務
等
）
も

含
む
と
さ
れ
た
ほ
か
、
求
職

活
動
、就
学
、虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の

お
そ
れ
が
あ
る
、
育
児
休
業

取
得
時
に
既
に
保
育
を
利
用

し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
継

続
利
用
が
必
要
で
あ
る
場
合

な
ど
の
項
目
が
追
加
さ
れ
て

お
り
、
認
定
申
請
時
の
ハ
ー

ド
ル
は
低
く
な
り
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
新
た
に
「
保
育

の
必
要
量
」
と
し
て
「
標
準

時
間
」
と
「
短
時
間
」
と
い

う
２
区
分
が
設
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
時
間
数
の
設
定
に

よ
っ
て
は
「
短
時
間
」
と
認

定
さ
れ
た
利
用
者
に
と
っ
て

不
利
益
変
更
と
な
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

　

職
員
配
置
や
利
用
者
負
担

と
の
関
連
も
あ
る
こ
と
か
ら

時
間
区
分
の
設
定
に
つ
い
て

ど
う
い
う
結
論
が
出
る
の
か

注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

チャレンジ チルドレン・ファースト！

時間区分の設定に注目
「短時間」利用は不利益

㉝

600人の市民らが参加し、廃案を訴えた＝12月６日

市民が作成した
缶バッチ。多く
の国民が法案に
反対している

臨時職員を含め70人が新たな仲間となった＝12月３日

結成大会翌日、病院長に要請書を提
出。（写真右から）木田書記長、奥井委
員長

『無関心』ではいけない

地
域
医
療
守
り
た
い

「
特
定
秘
密
保
護
法
案
」の
廃
案
を
求
め
緊
急
集
会

　

群
衆
の
怒
り
が
発
す
る
声
と
音
と
熱
と

圧
力
に
満
ち
た
空
気
が
あ
た
り
に
充
満

し
、
頭
上
を
飛
ぶ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
エ
ン

ジ
ン
音
と
相
俟
っ
て
、
12
月
６
日
の
深
夜

の
国
会
周
辺
は
異
様
な
ほ
ど
騒
然
と
し
て

い
た
。
そ
れ
か
ら
３
度
目
の
朝
を
迎
え
た

そ
の
場
所
は
、
静
か
で
、
ひ
ん
や
り
と
し

て
い
る
。
あ
の
怒
り
の
熱
と
圧
力
が
、
そ

こ
か
し
こ
に
ひ
っ
そ
り
と
潜
み
、
爪
を
と

い
で
い
る
よ
う
な
不
気
味
な
静
け
さ
だ
。

　

騒
然
の
張
本
人
は
、「
静
か
で
嵐
が
過

ぎ
去
っ
た
感
じ
だ
」
と
言
う
。「
す
ご
く

騒
が
し
い
の
が
、
一
日
た
つ
と
違
う
ね
」

と
も
。
国
民
を
な
め
き
っ
た
も
の
だ
。

　

で
も
、
そ
れ
で
い
い
。
君
よ
、
驕
り
続

け
よ
。
本
心
は
そ
の
ま
ま
に
、
う
わ
べ
だ

け
の
反
省
で
は
意
味
が
な
い
。
ど
ん
な
に

態
度
や
言
葉
を
変
え
て
も
、
君
の
本
質
は

見
抜
か
れ
た
。
今
日
こ
の
日
の
冷
や
り
と

し
た
静
け
さ
は
、
や
が
て
来
る
、
君
に
と

っ
て
過
酷
な
闘
争
の
前
の
つ
か
の
間
の
安

ら
ぎ
で
し
か
な
い
。（
12
月
８
日
東
京
に
て
）

君
の
本
質
は
見
抜
か
れ
た

⑩

　

12
月
3
日
、
松
前
病
院
職

員
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
、

松
前
町
職
員
組
合
と
と
も
に

松
前
町
職
員
労
働
組
合
連
合

会
を
立
ち
上
げ
た
。

　

２
０
０
９
年
、
松
前
町
立

松
前
病
院
は
、
地
方
公
営
企

業
法
全
部
適
用
の
病
院
に
移

行
し
、「
全
部
適
用
」
の
病
院

と
な
っ
た
こ
と
で
、
労
働
組

合
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
組
合
結
成
に
は

至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
う

し
た
中
で
、
昨
年
以
降
、
病

院
の
人
事
を
め
ぐ
り
病
院
長

と
町
、
議
会
が
対
立
し
、
病

院
長
を
含
め
た
7
人
の
医
師

が
来
年
3
月
末
で
退
職
す
る

意
思
を
示
し
て
い
る
。

　

両
者
の
対
立
が
こ
の
ま
ま

推
移
す
る
こ
と
は
、
松
前
町

に
お
け
る
地
域
医
療
の
確
保

や
、
病
院
職
員
の
雇
用
が
失

わ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

単
組
と
し
て
は
、
病
院
長
、

医
師
が
松
前
病
院
で
引
き
続

き
地
域
医
療
の
先
頭
に
立

ち
、
住
民
の
生
命
と
健
康
、

職
員
の
雇
用
維
持
を
守
る
こ

と
を
重
く
受
け
止
め
ら
れ
る

よ
う
、
正
規
・
非
正
規
を
問

わ
ず
、
病
院
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
病
院
労
働
組
合
の
結

成
が
急
務
と
し
て
、
取
り
組

み
を
進
め
て
き
た
。

　

組
合
結
成
に
む
け
て
、
11

月
中
旬
か
ら
説
明
会
を
行
い

組
合
加
入
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

　

新
執
行
部
に
は
、
奥
井
委

員
長
（
透
析
）
を
選
出
。
大

会
時
の
組
合
加
入
者
は
、
70

人
（
正
規
職
員
27
人
、
臨
時

職
員
43
人
）
で
あ
り
、
来
年

3
月
末
ま
で
病
院
長
の
退
職

慰
留
を
求
め
て
い
く
。

地
域
医
療

守
る
よ
う
要
請

　

翌
12
月
4
日
に
は
、
奥
井

委
員
長
と
木
田
書
記
長
が
病

院
長
に
対
し
て
、「
地
域
医
療

を
守
り
、
病
院
職
員
の
雇
用

を
確
保
す
る
た
め
の
要
望

書
」
と
「
労
働
協
約
案
」
を

手
渡
し
、
病
院
職
員
の
不
安

を
払
拭
す
る
よ
う
求
め
た
。

　

12
月
６
日
、
北
海
道
平
和

運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
連
合
北

海
道
、
民
主
党
北
海
道
が
共

催
し
、「
特
定
秘
密
保
護
法

案
」
の
廃
案
を
求
め
る
緊
急

街
頭
行
動
が
開
か
れ
、
６
０

０
人
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
連
合
北
海

道
・
工
藤
会
長
が
「
法
案
に

対
し
て
多
く
の
国
民
が
疑

問
・
不
安
の
声
を
大
き
く
上

げ
て
い
る
。
政
府
与
党
は
、

お
ご
り
と
数
の
力
に
よ
っ
て

強
行
採
決
し
よ
う
と
し
て
い

　

民
主
党
北
海
道
・
勝
部
幹

事
長
は
「
国
会
が
政
府
の
言

い
な
り
に
な
る
か
の
よ
う
な

法
案
は
問
題
だ
。
ま
た
、
政

府
の
問
題
点
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
は
ず
の
、
国
会
議
員
が
法

案
に
賛
成
し
て
い
る
の
も
極

め
て
問
題
だ
。
一
緒
に
考
え

一
緒
に
行
動
し
廃
案
を
求
め

よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

る
。
民
主
主
義
崩
壊
の
危
機

だ
。
な
ぜ
特
定
秘
密
保
護
法

案
が
必
要
な
の
か
分
か
ら
な

い
。
欠
陥
法
案
で
あ
り
納
得

で
き
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
道
平
和
運
動
フ

ォ
ー
ラ
ム
・
中
村
代
表
が

「
私
た
ち
の
命
と
自
由
を
現

政
府
に
委
ね
る
つ
も
り
は
な

い
。
権
力
の
嘘
や
問
題
点
を

指
摘
し
な
け
れ
ば
、
民
主
主

義
が
崩
壊
す
る
。
無
関
心
で

は
い
け
な
い
。
と
も
に
た
た

か
お
う
」
と
訴
え
た
。

『松前病院職員労働組合』結成！
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